
【対象地域】 
・重点検査区域以外の区域 

【検査密度】 
・旧市町村ごと３点以上  
 （国は市町村3点以上） 
  

福島県における２４年産米のモニタリング検査 （事前出荷制限区域以外） 

その他検査区域 

50超100以下が検出され
た場合は密度を引き上げ 

【対象地域①】 
○ ２３年調査で50 Bq/kg超が検出された 
  旧市町村及びその隣接旧市町村 
○ 作付制限区域及び事前出荷制限区域   
  に隣接する旧市町村 

【検査密度】 

○作付面積１ haごと１点（全戸検査相当）  
○100Bq/kg超が検出された農家は米袋全て 
○ 50 Bq/kg超が検出された農家は乾燥 
  ロットごと 
【対象地域②】 
 ○ 農地土壌中の放射性セシウムが500  
  Bq/kg超の旧市町村 
 【検査密度】 
 ○ 作付面積70 haごとに１点（旧市町村３ 
  点以上） 
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一部解除
の指示 
(旧市町村) 

地域の全量を把握
し、全袋検査を条件
に一部解除の申請 

平成２４年７月３１日 

水 田 畑 作 課 
モニタリング検査 



早期出荷米のモニタリング調査の流れ 
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早期出荷米（定義） 
○ 一般的に栽培されている稲と品種が異 
 なるか、または、栽培方法（田植時期・収  
 穫時期）が明らかに早いなど、一般の米と 
 区分されて流通・管理される米。 
○ ９月10日までに農産物検査を受ける米。 
○ 原則として、前年までに９月10日以前に 
 農産物検査を受けた実績のある品種。 

市町村
経由 

（事前出荷制限区域以外の区域） 
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出荷自粛解除 
旧市町村単位 
（早期出荷米） 
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生産者及び 
出荷販売事業者    農林事務所 
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平成24年７月31日 

福島県水田畑作課 



一般米のモニタリング調査の流れ 
（事前出荷制限区域以外の区域） 平成24年７月31日 

福島県水田畑作課 
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農林事務所、市町村、
ＪＡ等が協議、関係者
が協力して搬入 

農林事務所の立ち会い 
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